
洪水による浸水から身体を守るため、
浸水が解消し、地上を安全に歩行ができるまで、
一時的に避難するための建物

命を守るための「緊急避難」施設
垂直避難

★RC（鉄筋コンクリート造）造
SRC（鉄骨鉄筋コンクリート造）造

★新耐震設計基準（昭和56年）に基づく建物
耐震補強済みなど、耐震性が認められる建物

★一時避難受け入れ範囲（屋上・通路・階段など）が
３階以上にあること

★３階未満の建物については、一時避難受入範囲が
一般的な３階建て相当（概ね９ｍ程度）にあること

★無償である

★一時緊急避難施設として終日、
一時的に避難することができる

★マンション施設については、
町会または自治会を単位とする自主防災組織の
活動班の１つとして位置づけられていること

★管理人が駐在していること 【望ましい要件】

要件に記載のない事項については協議により決定

埼玉県や国土交通省などのページでも
様々な情報が入手できます ↓

気象警報や台風情報などが
川口市ホームページから閲覧できます

項目
洪水浸水想定区域図 水害リスク情報図

見直し前 見直し後 新規

前提となる降雨 計画降雨（※１） 想定最大規模降雨（※２） 想定最大規模降雨

市に影響を
及ぼす河川

芝川、新芝川、鴨川、鴻沼川、綾瀬川
（変更なし）

左記の河川に加え、菖蒲川、緑川、堅川、
藤右衛門川、伝右川、辰井川、毛長川

※１ 計画降雨＝河川整備において基本となる降雨 ※２ 想定最大規模降雨＝想定しうる最大規模の降雨

「洪水浸水想定区域図」・・・水防法に基づき指定された特定の河川について、洪水時の想定浸水深などを示すもの
「水害リスク情報図」・・・水防法の対象でない河川についても、洪水浸水想定区域図に準ずる情報を県が独自に示すもの

①「洪水浸水想定区域図」が見直され、芝川や新芝川などの水害リスクが見直されました
②「水害リスク情報図」が新たに公表され、伝右川や辰井川などの中小河川の水害リスクが新たに公表されました

～埼玉県が管理する河川の洪水に関する情報が新たに公表されました～



〇「分散避難」とは、
自宅の安全が確保されていれば在宅避難するほか、
避難所以外の親戚や知人宅、宿泊施設などへ避難をすることです。

※頑丈な建物の高い階や
浸水が想定されない地域等

〇避難所での感染症対策

「避難」とは、
災「難」を「避」けることです。自宅にいることで安全が確保できる場合は、避難所に行く必要はありません。

★非常持ち出し袋にも
入れておきましょう

分散避難の検討をお願いします

新型コロナウイルス感染禍の避難行動について考えておきましょう

新型コロナウイルスの感染拡大が懸念される中で、豪雨や台風が発生した場合の避難先や避難方法
を事前に考え、準備することが大切です。

【問い合わせ・・・防災課 ☎048-242-6358 FAX048-257-3535 】

家庭でできる
防災対策

・ベランダなどの片づけ
・雨どいや排水溝の確認
・ガラスの飛散防止対策
・防災グッズの備蓄

など


